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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　挿入部と、この挿入部に連結される操作部とを有し、
　前記挿入部の先端側に湾曲部、前記操作部に送気送水シリンダと、前記湾曲部を動作さ
せる湾曲機構が配設されている内視鏡本体を具備する内視鏡であって、
　前記操作部は、複数の外観構成部材と、この外観構成部材内に設けられた内部構造部材
とを有しており、
　前記内部構造部材は、複数の筒部と、互いに隣り合う筒部の間に跨って設けられた少な
くとも１つのプレート部とを有し、
　前記操作部における前記湾曲機構が配設されている外観部材の後端側に、前記送気送水
シリンダを有する外観部材が配置され、
　前記内部構造部材は、２つの筒部間に跨って２つのプレート部が設けられ、前記２つの
筒部と前記２つのプレート部間に前記送気送水シリンダが配設されている
　ことを特徴とする内視鏡。
【請求項２】
　前記複数の筒部のうちの少なくとも１つの筒部と前記外観構成部材との間に水密保持手
段が設けられていることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡。
【請求項３】
　前記筒部と前記プレート部とは、異なる部材で構成されていることを特徴とする請求項
１に記載の内視鏡。
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【請求項４】
　前記内部構造部材は、複数のプレート部を有しているとともに、前記複数のプレート部
のうちの少なくとも２つのプレート部は、同一形状の部材で構成されていることを特徴と
する請求項３に記載の内視鏡。
【請求項５】
　前記プレート部は、金属により形成されていることを特徴とする請求項１乃至４のいず
れか１項に記載の内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、外観構成部材と、この外観構成部材内に設けられた内部構造部材とを有する
操作部を備えた内視鏡に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡としては、外観構成部材（外装カバー）と、この外観構成部材内に設けられた内
部構造部材と、この内部構造部材内に設けられた内蔵物とを有する操作部を備えたものが
知られている。内部構造部材は、略円筒状の部材で構成されている。
【０００３】
　また、内視鏡としては、制御バルブを収納・保持するケース部材が操作部本体に対して
規定の角度範囲内で相対的に回動するように構成されたものが知られている。ケース部材
は、長手方向の両端に開口部を有している。操作部本体は、ケース部材の挿入部側の開口
部に、規定の角度範囲内において回動可能に嵌合している。ケース部材と操作部本体との
嵌合部には、ケース部材を操作部本体に対して回動させたときに位置決めを行う係合部が
設けられている（例えば、特許文献１参照。）。
【０００４】
　この特許文献１では、ケース部材の外面に突起を設けるとともに、挿入部本体の内面に
前記突起と各々係合する一対の孔を設けることで、ケース部材が操作部本体に対して規定
の角度範囲内で相対的に回動するように構成された一例が示されている。一対の孔は、例
えば、挿入部本体のセンター位置を中心として互いに規定の角度ずれた位置に設けられて
いる。
【０００５】
　また、この特許文献１では、ケース部材の外面に突起を設けるとともに、挿入部本体の
内面に前記突起を誘導する切り欠きを設けることで、ケース部材が操作部本体に対して規
定の角度範囲内で相対的に回動するように構成された他の例が示されている。切り欠きは
、例えば、周方向に規定の角度範囲にわたって設けられている。
【０００６】
　さらに、内視鏡としては、挿入部と操作部本体とを連結する連結部を備えたものが知ら
れている。連結部は、一対のフレームと、これらフレームを外装する外装部材とを有して
いる。外装部材の内面には、一対の凸部が形成されている。この内視鏡では、一対の凸部
を一対のフレームによって形成される隙間に挟持させることで、外装部材とフレームの内
部部品とが互いに周方向に回動するのを阻止するように組み立てられている（例えば、特
許文献２参照。）。
【特許文献１】特開平９－１７３２７７号公報（段落００１５，段落００３８，図５，図
８）
【特許文献２】特開２００３－１９００７９号公報（段落００１５～段落００１７，図４
）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　上述のように、従来の内視鏡が備える操作部は、略円筒状の部材によって構成された内
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部構造部材が外観構成部材によって被われてなる。そのため、操作部内に収容された内蔵
物に対してリペア等の作業を行う際には、内視鏡本体から、外観構成部材だけでなく内部
構造部材も取り外さなければならない。したがって、内蔵物に対する作業に手間と時間が
かかる。また、内視鏡本体を組み立てる際、操作部内を通るケーブル等といった内蔵物を
予め略円筒状の内部構造部材内に挿通（挿入）させておかなくてはならない。そのため、
内視鏡本体の組立が煩雑である。
【０００８】

　本発明は、このような事情に基づいてなされたものであり、組立性が良好であって、し
かも、操作部内に内蔵される内蔵物に対するリペア等の作業を容易に行うことができる内
視鏡を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の一態様に係わる内視鏡は、挿入部と、この挿入部に連結される操作部とを有し
、前記挿入部の先端側に湾曲部、前記操作部に送気送水シリンダと、前記湾曲部を動作さ
せる湾曲機構が配設されている内視鏡本体を具備する内視鏡であって、前記操作部は、複
数の外観構成部材と、この外観構成部材内に設けられた内部構造部材とを有しており、前
記内部構造部材は、複数の筒部と、互いに隣り合う筒部の間に跨って設けられた少なくと
も１つのプレート部とを有し、前記操作部における前記湾曲機構が配設されている外観部
材の後端側に、前記送気送水シリンダを有する外観部材が配置され、前記内部構造部材は
、２つの筒部間に跨って２つのプレート部が設けられ、前記２つの筒部と前記２つのプレ
ート部間に前記送気送水シリンダが配設されている。
【００１０】
　本発明の一態様に係わる内視鏡によれば、挿入部と、この挿入部に連結される操作部と
を有し、前記挿入部の先端側に湾曲部、前記操作部に送気送水シリンダと、前記湾曲部を
動作させる湾曲機構が配設されている内視鏡本体を具備する内視鏡であって、前記操作部
は、複数の外観構成部材と、この外観構成部材内に設けられた内部構造部材とを有してお
り、内部構造部材は、上述のように、複数の筒部と、互いに隣り合う筒部の間に跨って設
けられた少なくとも１つのプレート部とを有し、前記操作部における前記湾曲機構が配設
されている外観部材の後端側に、前記送気送水シリンダを有する外観部材が配置され、前
記内部構造部材は、２つの筒部間に跨って２つのプレート部が設けられ、前記２つの筒部
と前記２つのプレート部間に前記送気送水シリンダが配設されている。そのため、操作部
内に内蔵される内蔵物を、内部構造部材内、すなわち、プレート部を含み、且つ、互いに
隣り合う筒部を仮想的に繋いでなる空間内に設けることができる。また、この内部構造部
材は、互いに隣り合う筒部の間に、プレート部によって被われていない隙間を有している
。そのため、内視鏡本体から外観構成部材を取り外すだけで、前記空間内に設けた内蔵物
を外方に露出させることができる。したがって、操作部内に内蔵される内蔵物に対するリ
ペア等の作業を容易に行うことができる。しかも、内視鏡本体の組立の際には、ケーブル
等といった内蔵物を内部構造部材内に容易に挿入させることができる。したがって、内視
鏡本体の組立性を向上させることができる。

【発明の効果】
【００１１】
　上記本発明の一態様によれば、組立性が良好であって、しかも、操作部内に内蔵される
内蔵物に対するリペア等の作業を容易に行うことができる内視鏡が得られる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、本発明の一実施形態について、図を参照して説明する。なお、本実施形態では、
内視鏡の挿入部の方向を前方向（先端方向）、挿入部の方向とは反対の方向を後方向（基
端方向）として説明する。
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【００１３】
　図１に示すように、本実施形態の内視鏡１は、例えば、腹腔鏡検査に用いられる内視鏡
であって、挿入部２、操作部３、ユニバーサルコード４、ライトガイドコネクタ５、カメ
ラケーブル蛇管６、及びカメラコネクタ７等を備えている。
【００１４】
　挿入部２は、先端側より、先端硬質部８、湾曲部９、及び硬性挿入部１０を順次連結し
て構成されている。挿入部２の基端である硬性挿入部１０の基端には、操作部３が連結さ
れている。操作部３の基端には、ユニバーサルコード４が設けられている。ユニバーサル
コード４の基端には、ライトガイドコネクタ５が設けられている。ユニバーサルコード４
は、ライトガイドコネクタ５を介して、光源装置１００に接続可能である。
【００１５】
　ライトガイドコネクタ５からは、カメラケーブル蛇管６が分岐している。カメラケーブ
ル蛇管６の基端には、カメラコネクタ７が設けられている。カメラケーブル蛇管６は、カ
メラコネクタ７を介して、ビデオプロセッサ１０１に接続可能である。挿入部２、操作部
３、ユニバーサルコード４、及びライトガイドコネクタ５を有して、内視鏡本体３０が構
成されている。
【００１６】
　先端硬質部８内には、撮像ユニット（図示せず）が収容されている。撮像ユニットは、
対物レンズを有する光学系と、この光学系を通して結像された観察像を電気信号に変換す
る撮像素子としてのＣＣＤとを有している。撮像ユニットは、対物レンズを先端側に向け
た姿勢で、先端硬質部８内に固定されている。この撮像ユニットは、操作部３内に内蔵さ
れる内蔵物の１つであるケーブル（図示せず）、ユニバーサルコード４、ライトガイドコ
ネクタ５、及びカメラケーブル蛇管６を介して、カメラコネクタ７と電気的に接続されて
いる。内視鏡本体３０内には、一対のライトガイド（図示せず）が挿通されている。これ
らライトガイドの先端は、先端硬質部８の先端面から外方に露出している。これらライト
ガイドは、ユニバーサルコード４を介して、ライトガイドコネクタ５に接続されている。
【００１７】
　内視鏡本体３０は、その内部に、水や洗浄液等の液体を通す送水用管路１１と、空気等
の気体を通す送気用管路１２とを有している。なお、内視鏡本体３０内には、送水用管路
１１や送気用管路１２の他、送気送水用管路や吸引管路等といった管路を設けてもよい。
送水用管路１１と送気用管路１２とは、挿入部２内において合流している。送気用管路１
２と送水用管路１１とが合流してなる合流管路３１は、先端硬質部８の先端面に開口部を
有している。
【００１８】
　送水用管路１１及び送気用管路１２の基端は、円筒状の送気送水用口金１３と接続され
ている。送気送水用口金１３は、ライトガイドコネクタ５に着脱自在に取付けられている
。送気送水用口金１３は、図示しないチューブを介して送水源と接続可能である。また、
送気送水用口金１３には、送気用口金１４が設けられている。送気用口金１４は、図示し
ないチューブを介して送気源と接続可能である。
【００１９】
　操作部３には、この操作部３内に内蔵される内蔵物の１つである送気送水シリンダ１５
が内蔵されている。送気送水シリンダ１５は、送気用管路１２及び送水用管路１１と夫々
連通されている。送気送水シリンダ１５は、その一端が操作部３の外方に突出している。
この送気送水シリンダ１５の操作部３から外方に突出した部分には、送気送水ボタン１６
が着脱自在に嵌め込まれている。送気送水ボタン１６を操作することにより、上記送水源
、送水用管路１１、及び、合流管路３１を介して、先端硬質部８の先端面から水や洗浄液
等を吐出させ、先端硬質部８の先端面（例えば、対物レンズを被うレンズカバー等）や観
察物を洗浄することができる。また、送気送水ボタン１６を操作することにより、上記送
気源、送気用管路１２、及び、合流管路３１を介して、先端硬質部８の先端面８ａから空
気等を吐出させることができる。
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【００２０】
　内視鏡本体３０は、湾曲部９を動作させる湾曲機構を有している。湾曲機構は、アング
ルワイヤ（図示せず）と、アングルレバー３２とを有している。アングルレバー３２は、
操作部３に設けられている。アングルワイヤは、湾曲部９内、硬性挿入部１０、及び、操
作部３内に挿通され、その基端が操作部３に設けられたアングルレバー３２と接続されて
いる。湾曲機構は、アングルレバー３２を操作し、アングルワイヤを稼動させることによ
って、湾曲部９が湾曲するように構成されている。
【００２１】
　次に、操作部３について詳しく述べる。図２に示すように、操作部３は、外観構成部材
（外装カバー）４０と、この外観構成部材４０内に設けられた第１及び第２の内部構造部
材５０，６０と、この内部構造部材５０，６０内に設けられた内蔵物とを有している。な
お、図２では、内蔵物として、送気送水シリンダ１５及び送水用管路１１や送気用管路１
２の一部をなすチューブ３３を示しているが、内蔵物としては、この他にも、ライトガイ
ド、撮像ユニットから延出するケーブル、アングルワイヤ等がある。
【００２２】
　外観構成部材４０は、先端側より、第１の外観部材４１、第２の外観部材４２、第３の
外観部材４３、第４の外観部材４４、及び第５の外観部材４５を、この順序で直列的に連
結させてなる。各外観部材４１，４２，４３，４４，４５は、両端に開口部を有する略筒
状に形成されており、内部に、内部構造部材５０，６０や内蔵物を収容する空間を有して
いる。第１及び第２の外観部材４１，４２は、略円筒状に形成されている。第３の外観部
材４３は、アングルレバー３２を有している。第４の外観部材４４には、送気送水シリン
ダ１５の一部が収容されている。送気送水シリンダ１５は、第４の外観部材４４を介して
外方に突出している。
【００２３】
　なお、図２中符号７１は、第１の外観部材４１と第２の外観部材４２との間を水密に保
つ水密保持手段としてのＯ－リングを示している。図２中符号７２は、第２の外観部材４
２と第３の外観部材４３との間を水密に保つ水密保持手段としてのＯ－リングを示してい
る。図２中符号７３は、第４の外観部材４４と第５の外観部材４５との間を水密に保つ水
密保持手段としてのＯ－リングを示している。図２中符号７４は、第４の外観部材４４と
送気送水シリンダ１５との間を水密に保つ水密保持手段としてのＯ－リングを示している
。
【００２４】
　第１及び第２の外観部材４１，４２内には、第１の内部構造部材５０が設けられている
。第４の外観部材４４内には、第２の内部構造部材６０が設けられている。第１及び第２
の内部構造部材５０，６０，は、夫々、複数の筒部と互いに隣り合う筒部の間に跨って設
けられた少なくとも１つのプレート部とを有している。
【００２５】
　詳しくは、第１の内部構造部材５０は、図２及び図５に示すように、第１乃至第３の筒
部５１，５２，５３と、第１乃至第４のプレート部５４，５５，５６，５７とを有してい
る。第１及び第２のプレート部５４，５５は、互いに隣り合う第１及び第２の筒部５１，
５２の間に跨って設けられている。第３及び第４のプレート部５６，５７は、互いに隣り
合う第２及び第３の筒部５２，５３の間に跨って設けられている。
【００２６】
　本実施形態では、第１の内部構造部材５０が有する各筒部５１，５２，５３及び各プレ
ート部５４，５５，５６，５７は、全て異なる部材で構成されている。すなわち、第１乃
至第３の筒部５１，５２，５３は、金属製の第１乃至第３の円筒部材５１ａ，５２ａ，５
３ａにより構成されている。第３の円筒部材５３ａは、有底円筒部材とされている。第１
乃至第４のプレート部５４，５５，５６，５７は、金属製の第１乃至第４のプレート部材
５４ａ，５５ａ，５６ａ，５７ａにより構成されている。第１及び第２のプレート部材５
４ａ，５５ａは、同一形状の部材で構成されている。第１及び第２のプレート部材５４ａ
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，５５ａは、プレート本体５４ｂ，５５ｂと、このプレート本体５４ｂ，５５ｂの基端に
設けられた張り出し部５４ｃ，５５ｃとを有している。また、第３及び第４のプレート部
材５６ａ，５７ａは、同一形状の部材で構成されている。
【００２７】
　プレート本体５４ｂ，５５ｂの一端（先端）は、第１の円筒部材５１ａにネジ８１，８
２によって固定されている。プレート本体５４ｂ，５５ｂの他端（基端）は、第２の円筒
部材５２ａにネジ８３，８４によって固定されている。このようにすることにより、第１
及び第２のプレート部５４，５５は、互いに隣り合う第１及び第２の筒部５１，５２の間
に跨って設けられることとなる。また、第１及び第２のプレート部材５４ａ，５５ａは、
対応するネジ８１，８２，８３，８４を緩めることで、内視鏡本体３０（第１及び第２の
円筒部材５１ａ，５２ａ）から簡単に取り外すことができる。
【００２８】
　第３及び第４のプレート部材５６ａ，５７ａの一端（先端）は、第１及び第２のプレー
ト部材５４ａ，５５ａの張り出し部５４ｃ，５５ｃにネジ８５，８６によって固定されて
いる。第３及び第４のプレート部材５６ａ，５７ａの他端（基端）は、第３の円筒部材５
３ａにネジ８７，８８によって固定されている。このようにすることにより、第３及び第
４のプレート部５６，５７は、互いに隣り合う第２及び第３の筒部５２，５３の間に跨っ
て設けられることとなる。また、第３及び第４のプレート部材５６ａ，５７ａは、対応す
るネジ８５，８６，８７，８８を緩めることで、内視鏡本体３０（第１及び第２のプレー
ト部材５４ａ，５５ａと第３の円筒部材５３ａ）から簡単に取り外すことができる。
【００２９】
　なお、本実施形態では、第１及び第２のプレート部材５４ａ，５５ａは、ネジ８１，８
２，８３，８４によって第１及び第２の円筒部材５１ａ，５２ａに着脱自在に固定される
ようにしているが、第１及び第２のプレート部材５４ａ，５５ａは、溶接等によって第１
及び第２の円筒部材５１ａ，５２ａに固定されるようにしてもよい。同様に、第３及び第
４のプレート部材５６ａ，５７ａは、ネジ８５，８６，８７，８８によって張り出し部５
４ｃ，５５ｃ及び第３の円筒部材５３ａに着脱自在に固定されるようにしているが、第３
及び第４のプレート部材５６ａ，５７ａは、溶接等によって張り出し部５４ｃ，５５ｃ及
び第３の円筒部材５３ａに固定されるようにしてもよい。ただし、内蔵物のリペア等を行
う際のスペースをさらに良好に確保するためには、第１及び第２のプレート部材５４ａ，
５５ａのうちの少なくとも一方は、第１及び第２の円筒部材５１ａ，５２ａに対して着脱
自在に固定するのが好ましい。同様に、第３及び第４のプレート部材５６ａ，５７ａのう
ちの少なくとも一方は、張り出し部５４ｃ，５５ｃ及び第３の円筒部材５３ａに着脱自在
に固定するのが好ましい。
【００３０】
　また、本実施形態では、図２及び図５に示すように、第３のプレート部材５６ａを第１
のプレート部材５４ａの張り出し部５４ｃに固定し、第４のプレート部材５７ａを第２の
プレート部材５５ａの張り出し部５５ｃに固定することで、第３及び第４のプレート部材
５６ａ，５７ａを第２の円筒部材５２ａに間接的に固定しているが、図６に示すように、
第３及び第４のプレート部材５６ａ，５７ａは、第２の円筒部材５２ａに直接固定しても
よい。さらに、プレート部材５４ａ，５５ａ，５６ａ，５７ａを固定する位置は、内蔵物
の位置等により任意に決定することができる。すなわち、第１及び第３のプレート部材５
４ａ，５６ａの位置は、図５に示すように、一直線上に並べて配置しなくてもよく、図６
に示すように、ずらして設けてもよい。同様に、第２及び第４のプレート部材５５ａ，５
７ａの位置は、図５に示すように、一直線上に並べて配置しなくてもよく、図６に示すよ
うに、ずらして設けてもよい。また、第１及び第２のプレート部材５４ａ，５５ａは、互
いに対向する位置に設けなくてもよい。同様に、第３及び第４のプレート部材５６ａ，５
７ａは、対向する位置に設けなくてもよい。
【００３１】
　第２の内部構造部材６０は、図２乃至図４に示すように、第４及び第５の筒部６１，６
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２と、第５及び第６のプレート部６３，６４とを有している。第５及び第６のプレート部
６３，６４は、互いに隣り合う第４及び第５の筒部６１，６２の間に跨って設けられてい
る。
【００３２】
　本実施形態では、第２の内部構造部材６０が有する各筒部６１，６２及び各プレート部
６３，６４は、全て異なる部材で構成されている。すなわち、第４及び第５の筒部６１，
６２は、金属製の第４及び第５の円筒部材６１ａ，６２ａにより構成されている。第５及
び第６のプレート部６３，６４は、金属製の第５及び第６のプレート部材６３ａ，６４ａ
により構成されている。
【００３３】
　第４の筒部６１は、第３の外観部材４３と第４の外観部材４４との間に設けられている
。第４の筒部６１と第３の外観部材４３との間には、水密保持手段としてのＯ－リング７
５が設けられている。また、第４の筒部６１と第４の外観部材４４との間には、水密保持
手段としてのＯ－リング７６が設けられている。第５の筒部６２は、第４の外観部材４４
の基端に設けられている。第５の筒部６２と第４の外観部材４４との間には、水密保持手
段としてのＯ－リング７７が設けられている。
【００３４】
　第５及び第６のプレート部材６３ａ，６４ａは、同一形状の部材で構成されている。本
実施形態では、第５及び第６のプレート部材６３ａ，６４ａは、第３及び第４のプレート
部材５６ａ，５７ａとも同一形状の部材で構成されている。
【００３５】
　第５及び第６のプレート部材６３ａ，６４ａの一端（先端）は、第４の円筒部材６１ａ
にネジ８９，９０によって固定されている。第５及び第６のプレート部材６３ａ，６４ａ
の他端（基端）は、第５の円筒部材６２ａにネジによって固定されている。なお、符号９
１は、第５のプレート部材６３ａを第５の円筒部材６２ａに固定するネジを示しており、
第６のプレート部材６４ａを第５の円筒部材６２ａに固定するネジは図示していない。こ
のようにすることにより、第５及び第６のプレート部６３，６４は、互いに隣り合う第４
及び第５の筒部６１，６２の間に跨って設けられることとなる。また、第５及び第６のプ
レート部材６３ａ，６４ａは、対応するネジを緩めることで、内視鏡本体３０（第４及び
第５の円筒部材６１ａ，６２ａ）から簡単に取り外すことができる。
【００３６】
　なお、本実施形態では、第５及び第６のプレート部材６３ａ，６４ａは、ネジによって
第４及び第５の円筒部材６１ａ，６２ａに着脱自在に固定されるようにしているが、第５
及び第６のプレート部材６３ａ，６４ａは、溶接等によって第４及び第５の円筒部材６１
ａ，６２ａに固定されるようにしてもよい。ただし、内蔵物のリペア等を行う際のスペー
スをさらに良好に確保するためには、第５及び第６のプレート部材６３ａ，６４ａのうち
の少なくとも一方を、第４及び第５の円筒部材６１ａ，６２ａに対して着脱自在に固定す
るのが好ましい。
【００３７】
　上述のような構成の内視鏡１によれば、内部構造部材５０，６０が、複数の筒部５１，
５２，５３，６１，６２と、互いに隣り合う筒部の間に跨って設けられたプレート部５４
，５５，５６，５７，６３，６４とを有して構成されている。そして、操作部３内に内蔵
される内蔵物は、内部構造部材５０，６０内（すなわち、プレート部５４，５５を含み、
且つ、互いに隣り合う筒部５１，５２を仮想的に繋いでなる空間内、プレート部５６，５
７を含み、且つ、互いに隣り合う筒部５２，５３を仮想的に繋いでなる空間内、及び、プ
レート部６３，６４を含み、且つ、互いに隣り合う筒部６１，６１を仮想的に繋いでなる
空間内）に設けられている。そのため、内視鏡本体３０から外観構成部材４０を取り外す
だけで、内部構造部材５０，６０内に設けた内蔵物を外方に露出させることができる。し
たがって、操作部３内に内蔵される内蔵物に対するリペア等の作業を容易に行うことがで
きる。しかも、内視鏡本体３０の組立の際、撮像ユニットから延出するケーブル等といっ
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た内蔵物を内部構造部材５０，６０に容易に挿入させることができる。したがって、内視
鏡本体３０の組立性を向上させることができる。
【００３８】
　しかも、本実施形態の内視鏡１は、筒部５１，５２，５３，６１，６２とプレート部５
４，５５，５６，５７，６３，６４とが異なる部材で構成されており、プレート部５４，
５５，５６，５７，６３，６４を構成するプレート部材５４ａ，５５ａ，５６ａ，５７ａ
，６３ａ，６４ａが筒部５１，５２，５３，６１，６２を構成する円筒部材５１ａ，５２
ａ，５３ａ，６１ａ，６２ａに着脱自在に取付けられている。したがって、プレート部材
５４ａ，５５ａ，５６ａ，５７ａ，６３ａ，６４ａの一部又は全部を円筒部材５１ａ，５
２ａ，５３ａ，６１ａ，６２ａから取り外すことで、リペア等の作業を行う空間を更に広
く確保することができる。
【００３９】
　また、本実施形態の内視鏡１は、プレート部材５４ａ，５５ａ，５６ａ，５７ａ，６３
ａ，６４ａが円筒部材５１ａ，５２ａ，５３ａ，６１ａ，６２ａに直接的或いは間接的に
固定されている。したがって、プレート部材５４ａ，５５ａ，５６ａ，５７ａ，６３ａ，
６４ａが円筒部材５１ａ，５２ａ，５３ａ，６１ａ，６２ａに対して不用意に回転するよ
うなことが無い。したがって、プレート部材５４ａ，５５ａ，５６ａ，５７ａ，６３ａ，
６４ａの位置決めを行う必要がないため、位置決め手段等を省略することができる。しか
も、内部構造部材５０，６０の組立も容易である。
【００４０】
　さらに、本実施形態の内視鏡１では、第４乃至第６のプレート部５６ａ，５７ａ，６３
ａ，６４ａを同一形状の部材で構成しているため、これらの部材を共有させることができ
る。すなわち、本実施形態で言うと、内部構造部材５０，６０は、６つのプレート部５４
，５５，５６，５７，６３，６４を有しているが、これらプレート部５４，５５，５６，
５７，６３，６４を構成する部材としては、２種類のプレート部材でよい。したがって、
製造コストを低減させることができる。
【００４１】
　また、本実施形態の内視鏡１では、筒部６１，６２と外観構成部材４０との間に水密保
持手段としてのＯ－リング７５，７６，７７，７８が設けられているため、内部構造部材
５０，６０と外観構成部材４０との間の水密を保つことができる。
【００４２】
　さらに、本実施形態の内視鏡１では、プレート部５４，５５，５６，５７，６３，６４
は、金属により形成されている。したがって、内部構造部材としての強度をより良好に保
つことができる。
【００４３】
　なお、本明細書中でいう筒部・筒部材とは、円筒部・円筒部材に限定されるものではな
く、内部に空洞を有する中空部・中空部材をさしている。すなわち、筒部・筒部材の外形
状及び内形状は任意であり、壁の肉厚は、その全域にわたって必ずしも一定でなくてもよ
い。
【００４４】
　また、本実施形態では、筒部とプレート部とを異なる部材で構成しているが、筒部とプ
レート部とは一体に形成してもよい。本実施形態では、筒部及びプレート部を金属により
形成しているが、筒部及びプレート部を形成する材料は任意であり、合成樹脂等を用いて
もよい。
【００４５】
　本実施形態では、互いに隣り合う筒体の間に２つのプレート部を設けているが、互いに
隣り合う筒体の間に設けるプレートの数は任意である。また、プレート部の幅も任意に決
定することができる。また、本構造は操作部のみならず、リペア等の必要な部位（例えば
ライトガイドコネクタ）にも採用できる。
【図面の簡単な説明】
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【００４６】
【図１】本発明の一形態に係る内視鏡を示す斜視図。
【図２】図１の内視鏡の操作部近傍を一部切り欠いて示す側面図。
【図３】図２中III-III線に沿って切断して示す断面図。
【図４】図２中IV-IV線に沿って切断して示す断面図。
【図５】図１の内視鏡が備えるプレート及びプレートが取付けられた取り付け部材を示す
斜視図。
【図６】プレートの取り付け部材への取り付けの他の例を示す斜視図。
【符号の説明】
【００４７】
　１…内視鏡、　２…挿入部、　３…操作部、　３０…内視鏡本体、　４０…外観構成部
材、　５０，６０…内部構造部材、　５１，５２，５３，６１，６２…筒部、　５４，５
５，５６，５７，６３，６４…プレート部、　７５，７６，７７，７８…Ｏ－リング（水
密保持手段）

【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】
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摘要(译)

要解决的问题：提供具有良好组装性能的内窥镜，此外，可以容易地执
行诸如修复操作部分中内置的对象的工作。 ŽSOLUTION：内窥镜主体
30具有插入部分2和与插入部分2连接的操作部分3.操作部分3具有外观构
成部件40，设置在外观构成部件中的内部结构构件50和60内部结构构件
50具有多个圆柱形部分51,52,53,61和62，以及多个板部分54,55和内部
结构构件50和60中设置的内置物体。 ，56,57,63和64，它们以跨在相邻
圆柱形部分之间的方式设置。 Ž
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